
S.E.N.S（特別支援教育士）の会 北海道支部会 
２０２２年度 総会研修会（オンライン開催） 開催要項 

 
１、趣旨 
  午前は、通常の学級における特別支援教育の推進にあたって、日本全体を推進して来られた田
中裕一先生にご講演いただき、合理的配慮についての理解とその実践について学びたいと思いま
す。午後は、大学生の支援、就労の支援に長く携わっていらっしゃる西村優紀美先生からご講演い
ただき、中学校・高校の段階で身につけておくべき力、合理的配慮についてお話しいただき、学びを
深めます。 

 
２、主催    S.E.N.S（特別支援教育士）の会北海道支部会 
 
３、後援予定  札幌市教育委員会 小樽市教育委員会 北海道教育委員会 
 
４、日時     

２０２２年５月１５日（日）   
９：３０～ ９：４５ 支部会総会 （入室は９：２０〜 会員外の方も参加可能です。） 
９：５０～１０：００ 開会挨拶 （入室は９：４５〜） 
 

１０：００〜１２：００ 講演「合理的配慮のポイント（概論から具体的方法）」 
講師：田中裕一先生  公益財団法人兵庫県青少年本部  S.E.N.S-SV 

                                    兵庫県立山の学校 校長 
                                    前 文部科学省初等中等教育局 

特別支援教育課 特別支援教育調査官 
 
  １３：００～１５：００ 講演「学ぶ・働くを支える支援のあり方 

就労・就労後支援から見えてくる中高で身につけておきたいこと」 
 講師：西村優紀美先生  富山大学客員准教授  S.E.N.S-SV 

                                       前 富山大学学生支援センター副センター長 
アクセシビリティ・コミュニケーション支援室長 

５、会場  オンライン開催                       
  
６、参加費 
  1,000 円（参加が確定次第、お振込み方法を最終案内にてお知らせいたします。） 
  支部会員の方は、年会費（1000 円）も合わせて、合計 2000 円をお支払いください。 
 
 
７、参加者について 
 S.E.N.S の会北海道支部会員及び特別支援教育に関心の高い方   80名限定（会員優先） 
 

 

 



８、お問い合わせと参加申し込み 
 下記の専用申し込みフォームまでお願いします。スマホからの登録も可能です。 
 

 https://forms.gle/6V6Xt86m52CLMe5M9 
 
お名前 ・ ご所属とお立場 ・ 連絡先アドレスを入力してください。 

   

 
 申し込みフォームでのご登録が難しい場合は、同じ内容を以下の連絡先までお送りください。 

 S.E.N.S の会北海道支部 事務局  山下 公司宛 
  E-mail  hokkaidosens@gmail.com   FAX ０１１－８５３－１３７８（南月寒小学校） 
 
   ※参加の可否について、最終案内とともに後日５月６日頃に連絡いたします。 

（締め切りを５月４日（水）とします。） 
 

９、その他 
  S.E.N.S有資格者のかたにおかれましては、全日参加されますと更新ポイント２P（特別支援教
育士資格更新規定 第 2 条 Ⅸ－１より）が取得できます。 
 

～S.E.N.S とは～ 

 「特別支援教育士」“Special Educational Needs Specialist”略称：“S.E.N.S”（センス）

は、特別支援教育士資格認定協会が認定する LD・ADHD等のアセスメントと指導の専門資格で

す。  

特別支援教育士〔S.E.N.S〕の資格を取得するには、①一般社団法人日本 LD学会の正会員で

あること②LD・ADHD等の関連職種に所定の時間以上従事していること等が条件で、その上に、

③協会が主催する養成セミナーを受講して、規定のポイントを修得することが求められます。現カリ

キュラムでは、概論、アセスメント、指導、特別支援教育士の役割、実習の 5つの領域から合計 36

ポイントを修得することになっています。  

さらに、協会では、特別支援教育士〔S.E.N.S〕の資格を取得して 2年以上経過した人の中か

ら、LD・ADHD等の研究・指導実践に優れている人、各地域で LD･ADHD等の教育･支援活動の

中心となっている人に、「特別支援教育士スーパーバイザー〔S.E.N.S-SV〕」 の資格を授与して

います。 

協会では、S.E.N.S-SV を、専門家チームの一員として、LD・ADHD等のアセスメントや個別の

指導計画の立案・実施に関して周囲の人たちに指導助言でき、その地域の特別支援教育のリーダ

ーとして十分な実践歴を持つ人材、つまり、特別支援教育の「真のプロフェッショナル」として位置づ

けています。 

 


